
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キツリフネ 

（ツリフネソウ科） 

アマニュウ（セリ科） 

オニシモツケ（バラ科） 

エゾアジサイ（ユキノシタ科） 

イカル（アトリ科）：北海

道では夏鳥（繁殖のために

春から秋にかけてやって

くる渡り鳥）。時おり「キ

ーコキ～↗、キーコキ～↗」

という高く澄んだ声を園

地に響かせています。 

 湖は強い太陽の光を受け、一段と青い色を放ってい

ます。周囲の山並みの青葉も目に鮮やかです。 

美しい景観とともに園地の自然もお楽しみください。 

 木漏れ日の中を散策

すると素敵な花に出会

えます。オオウバユリ

（ユリ科）・ヤマブキシ

ョウマ（バラ科）も咲

いています。 

 葉っぱが茂る今は、鳥を探すのは大変ですがヤマ

グワ（クワ科）にはメジロやニュウナイスズメが、

エゾヤマザクラ（バラ科）にはイカルやシメなどが

集まっているので見つけやすいですよ。熟した実を

夢中になって食べる姿は、かわいさ満点です！ 

 イカルはエゾヤマザクラの

実が大好きなようですが、食

べるのは種の中身だけです。 

 実をクチバシにくわえたら

まず果肉を下に落として固い

種のカラをパチンと音を立て

て割り、中身をパクパク食べ

ます。地面に「食べ残し」を

見つけたら木の上を見てみて

ください。食事中かも！ 
センター内の掲示板のヒグマ情報 
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目撃が多い場所 

エゾヤマザクラの実 

イカルの食べ残し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月は低気圧が北海道付近を次々に通過して南からの湿った

空気が入ったため、道内各地で記録的な大雨になりました。支

笏湖でも中・下旬を中心に４３１.５㎜と観測史上同月としては

最も多く、通年でも第５位の記録となりました。月降水量が多

いトップ１０は、これまでは８月と９月だけでしたが、今回初

めて６月が入りました。 

この雨で、６月１日には２４８.３１m だった支笏湖の水面標

高が、７月１日には２４８.６７m、７月１０日には２４８.７６

m まで上がっています。 

 

 

 

支笏湖ビジターセンター運営協議会発行 

〒０６６・０２８１ 北海道千歳市支笏湖温泉番外地 

℡ ０１２３・２５・２４０４ 

ＨＰアドレス http://shikotsukovc.sakura.ne.jp 

 

【開館時間】 ※入館無料 

４月から１１月 午前９時から午後５時３０分まで 

１２月から３月 午前９時３０分から午後４時３０分まで 

（火曜日休館） 

年末年始休館日 １２月２９日から１月３日まで 

 

 7 月に入り天気の良い日が続いている支笏湖。人

が通る観察路まで伸びてしまった草を刈る「清掃・

草刈り」を実施しました。シラネアオイの実やオオ

ウバユリの蕾等は残しつつ、長い鎌を慣れた手つき

で笹を刈る PV（パークボランティア）さんと芝刈り

機を駆使して草を刈るロードメンテナンスさんのお

陰で道が通りやすくなりました♪ 

 これから訪れる方々が気持ち良く支笏湖園地を散

策してもらえたら嬉しいなと感じた日となりまし

た。 

環境省 支笏湖自然保護官事務所 

アクティブレンジャー 當山 真貴子 

ビジターセンター自然ふれあい行事 

 

ウォッチング 

嶋田忠 

写真展「アカショウビン」 

 

園地でトンボや甲虫を探したり、千歳川でスジエビやヌマチ

チブなど水辺の生き物を探して観察します。観察道具はこち

らで用意します。予約は一か月前から受け付けます。 

川と野原の生き物探し８月７日（日）、２１日（日） 

時間９：30～12：00 各回定員１０名 

草刈りに励む PV さん 

千歳市在住の鳥類写真家・嶋田忠さんの写真展「ア

カショウビン」を開催しています。展示作品は 2006

年に千歳市に寄贈された作品の中から代表作の一つ

「アカショウビン」に焦点を当てて選びました。136

×90㎝の特大パネルを中心に迫力満点の作品を展示し

ています。ぜひご覧ください！！ 

センター内のバードボイス（ボタンを

押すと鳥の鳴き声が聞こえる）でアカ

ショウビンの声も聴いてみよう！ 

気温（℃）   
 

  平年値 今年 

６月上旬 12.2 11.8 

中旬 13.7 13 

下旬 15.2 15.3 

７月上旬 16.1 16.3 

 

降水量（㎜） 
 

  平年値 今年 

６月上旬 39.8 30 

中旬 41 273.5 

下旬 37.2 128 

７月上旬 50.7 59 

 

日照時間（ｈ） 
 

  平年値 今年 

６月上旬 49 49.5 

中旬 47 14.8 

下旬 49 55.6 

７月上旬 36.6 58.4 

 

アカショウビン（カワセミ科）は東南アジアから繁殖

のために日本にやってくる夏鳥です。もともと数の少な

い鳥で、北海道レッドデータブックでは希少種に指定さ

れています。主食はカエルやトカゲ・昆虫類ですが水辺

ではカワセミと同じく魚を食べます。 

７月のふれあい行事 

は満員になりました 

http://shikotsukovc.sakura.ne.jp/

